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市からのお知らせ

　歳入の決算額は、前年度（令和５年度 311億9,632万円）と比較して、30億7,604万円増加し、
342億7,236万円となりました。
　ふるさと納税が前年度より2億2,014万円増加したほか、湯沢文化会館や緑風荘の大規模改修など
の大型の建設事業に係る地方債の借入が増えたことなどによるものです。

歳入の状況

一
般
会
計
決
算

一
般
会
計
決
算
とと
公
営
企
業
会
計
決
算

公
営
企
業
会
計
決
算

09
info

令
和
６
年
度

　決算の詳細や令和7年度一般会計上半期の予算執行状況は、市ホームページをご覧ください。

国・県からもらうお金国・県からもらうお金

59.359.3%%

その他その他

9.69.6%%

借入金借入金

11.611.6%%

市民からの税金市民からの税金

12.012.0%%

貯金の取り崩し貯金の取り崩し 7.57.5%%

203203億億1,5531,553万円万円

国 や 県 か ら の 補 助 金、
地方交付税など

2525億億5,7115,711万円万円

市の各種貯金から必要な
分を取り崩したものなど

3939億億8,8068,806万円万円

国や金融機関から借
り入れたもの

342342億億
7,2367,236万円万円

一般会計一般会計

歳入総額歳入総額

4141億億2,2912,291万円万円

【内訳】
市民税
固定資産税
軽自動車税
たばこ税
入湯税

14億3,705万円
21億8,862万円

1億7,988万円
2億9,465万円

2,271万円

◆市民一人当たりの市税の負    
担額は、10万５千円でした。

市税収入の状況

R4年度 R5年度 R6年度

41.8億円 43.0億円
41.2億円

公営企業
会計決算

水道事業会計

決算の詳細や令和７年度上下水道事業上半期の業務状況は、市ホームページをご覧ください。

　水道事業会計では、水道

料金などによって、水道施

設を整備・維持管理してい

ます。

　水道料金や市からの補助金などの収入に対し、
支出は、水道水を作り届ける経費や設備を維持
管理する経費、人件費などでした。
　なお、消費税抜きの当年度純利益は 2 億
1,377万円となりました。

収
入
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支
出
額

・減価償却費 5億5,927万円

・企業債支払利息 7,480万円

・人件費 7,132万円

・その他維持管理費 3億7,088万円

・資産減耗費 2,816万円

水道水を作り届ける事業

・水道料金 8億4,059万円

・その他 5億2,449万円

13億6,507万円

11億443万円

　新しく水道管を整備したり、古い水道管を交
換したりしました。また、収入から支出を引い
た不足分4億3,631万円は、水道水を作り届
ける事業で出た利益の貯蓄などで補いました。
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施設を整備する事業

・企業債借入金 4億320万円

・国庫補助金 639万円

・一般会計出資金 2億1,216万円

・工事負担金 3,537万円

・加入金 755万円

11億9999万円

・建設改良費 5億5,838万円

・企業債償還金 5億4,261万円

66億億6,4686,468万円万円

3232億億8,8758,875万円万円

施設の使用料金、前年度繰越
金、ふるさと納税など

ふるさと納税の状況

R4年度 R5年度 R6年度

4.8億円 5.4億円
7.6億円

　歳出の決算額は、前年度（令和５年度 299億1,299万円）と比較して、32億9,327万円増加し、332億627万円とな
りました。
　前年度から増額となった主な要因としては、成沢工業団地の造成工事や湯沢文化会館の大規模改修工事などのほか、物価
高騰対策である住民税均等割非課税世帯及び住民税均等割のみ課税世帯に対する１世帯当たり10万円の給付金の支給など
が挙げられます。

歳出の状況

▷一般会計決算について　問 財政課財政班（☎ 73-2114）

一般会計決算一般会計決算

市の運営など市の運営など

17.217.2%%

借入金の借入金の
返済返済

9.19.1%%

福祉の充実福祉の充実

29.429.4%%

教育・文化の振興教育・文化の振興

13.913.9%%

環境・環境・
衛生の向上衛生の向上

9.79.7%%

産業の振興産業の振興

8.78.7%%

道路・公園の道路・公園の
整備など整備など

7.97.9%%

2828億億8,1598,159万円万円

農林業、地場産業、
観光の振興など

9797億億5,6085,608万円万円

子育て支援、高齢者、障がい
者福祉など

3030億億3,5753,575万円万円

国や金融機関からの借入金
の返済

5757億億1,6241,624万円万円

職員等の人件費、財産
管理、選挙費など

3232億億3,8223,822万円万円

保健、医療や環境対策、
ごみ処理など

4646億億1010万円万円

学校教育、生涯学習、文化
財保護など消防・防災消防・防災 4.1%4.1%

1313億億6,2896,289万円万円

消防や防災対策、災害復旧
費など

2626億億1,5401,540万円万円

道路、公園、市営住宅の整備や
維持管理など

公営企業
会計決算

下水道事業会計

　下水道事業会計では、下

水道等使用料などによって、

下水道施設などを整備・維

持管理しています。

　下水道等使用料や市からの補助金などの収入
に対し、支出は、下水処理を行う経費や設備を
維持管理する経費、人件費などでした。
　なお、消費税抜きの当年度純利益は 1 億
2,926万円となりました。

　下水処理施設の機械設備などの更新工事や下
水管の整備などを行いました。収入から支出を
引いた不足分4億3,729万円は、下水処理を
行う事業で出た利益の貯蓄などで補いました。

収
入
額

支
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・減価償却費 7億5,343万円

・企業債支払利息 1億2,384万円

・人件費 4,740万円

・その他維持管理費 5億1,732万円

・資産減耗費 1,392万円

下水処理を行う事業

・下水道等使用料 3億9,603万円

・その他 11億9,662万円

15億9,256万円

14億5,591万円

収
入
額

施設を整備する事業

・企業債借入金 2億5,070万円

・出資金 2億5,536万円

・国庫補助金 1,085万円

・負担金および分担金 7,569万円

支
出
額

10億2,988万円

・建設改良費 1億3,845万円

・固定資産購入費 3,996万円

・企業債償還金 8億5,147万円

▷公営企業会計決算について　問 上下水道課管理班（☎ 55-8219）

55億億9,2609,260万円万円

一般会計一般会計

歳出総額歳出総額

332332億億
627627万円万円

R4年度 R5年度 R6年度

19.2億円
23.9億円

39.9億円
市債発行の状況
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